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市
は
、
４
月
に
採
用
す
る
正

職
員
・
非
常
勤
嘱
託
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
資
格
な
ど
＝
下

表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
試
験
案
内
を
確

認
し
、
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い郵

送
・
代
理
人
に
よ
る
提
出

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
日
＝
４
月
１
日

市
・
教
育
委
員
会
は
、
４
月

以
降
に
採
用
す
る
臨
時
職
員
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
登
録

者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
は
、
募
集
要

項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種
・
受
付
期
間
な
ど

＝
下
表
の
と
お
り

採
用
＝
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
名
簿
に
登
録
し
、
必
要
に
応

じ
て
申
込
書
類
・
面
談
結
果
な

ど
で
選
考
し
、
採
用
し
ま
す

私たちが出すごみのうち、
缶・ビン・ペットボトルなど約
15％がリサイクルされ、残り
の約 85％は焼却されます。
焼やすごみのうち、最も多い
のが生ごみ・食べ残しなどで、
約 40％を占めています。生ご
みはしっかりと水切りをすれ
ば、約 10％重さを減らせます。
また、燃やすごみの中には、

新聞・段ボール・食品トレイな
ど、資源としてリサイクルでき
るものが約 20％含まれていま
す。これらを分別し、公民館・
自治会などの拠点・集団回収を
利用することで、燃やすごみの
量はまだまだ減らせます。
皆さんも、今日から「しっか
り水切り・きちんと分別」を実
践しましょう。

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本

計
画
は
、
ご
み
の
新
し
い
分
別
区
分

や
、粗
大
ご
み
の
減
量
化
（
有
料
化
・

戸
別
収
集
）
な
ど
、
ご
み
に
関
す
る

基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間
＝
１
月
５
日
㈫
～
２
月

４
日
㈭
（
必
着
）

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時

応
募
・
問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不

要
〉、
☎
６８
・
１
２
８
８
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スseisou@kyotanabe.jp

）
　  

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

　  

交
付
が
始
ま
り
ま
す

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
】

▼
顔
写
真
・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付

き
の
カ
ー
ド
で
、
本
人
確
認
書

類
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
▼
確

定
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど

の
電
子
申
請
に
使
用
で
き
ま
す

▼
裏
面
に
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す

申
請
方
法
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
申
請
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー

ド
に
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い交

付
＝
個
人
番
号
カ
ー
ド
は

即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

し
た
人
は
、
後
日
郵
送
す
る
案

内
を
確
認
し
、
受
け
取
り
日
時

を
予
約
の
上
、
来
庁
し
て
く
だ

さ
い
。申
請
が
集
中
し
た
場
合
、

交
付
ま
で
に
１
カ
月
以
上
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
の

　  

受
付
時
間
を
拡
大

市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
専
用
窓
口
の
受
付
時
間

を
、次
の
と
お
り
拡
大
し
ま
す
。

平
日
＝
１
月
４
日
㈪
～
３
月

３１
日
㈭
。
い
ず
れ
も
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
８
時
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
は
午
後
６
時
３０

分
ま
で
）

土
・
日
曜
日
＝
１
月
２３
日
㈯
・

２４
日
㈰
・
３０
日
㈯
・
３１
日
㈰
、

２
月
１３
日
㈯
・
１４
日
㈰
・
２７
日

㈯
・
２８
日
㈰
、
３
月
１２
日
㈯
・

１３
日
㈰
・
２６
日
㈯
・
２７
日
㈰
。

い
ず
れ
も
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
１５
分
（
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
）

【
問
合
せ
先
】

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
１
２
０
・
９
５
０
・
１
７
８
）

▼
京
田
辺
市
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
１
２
０
・
０
７
７
・
３
１
２
）

市
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

し
て
い
ま
す
。

２
月
に
国
保
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収
で
納
付

し
た
人
は
、
原
則
と
し
て
４
・
６
・

８
月
も
２
月
と
同
額
が
特
別
徴
収

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
主
が

４
月
か
ら
平
成
２９
年
３
月
末
ま
で

に
７５
歳
に
な
る
場
合
は
、
４
月
以

降
の
国
保
税
は
特
別
徴
収
せ
ず
、

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
・
納
付
書

払
い
）
に
変
わ
り
ま
す
。

次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
４

月
以
降
、
新
た
に
特
別
徴
収
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
＝
▼
世
帯
主
が
国
保
加

入
者
▼
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全

員
が
６５
～
７４
歳
▼
年
額
１８
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
、
国
保
税
と

介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
天
引

き
の
対
象
と
な
る
年
金
額
の
２
分

の
１
を
超
え
な
い

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
▼

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
▼

年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
天
引
き

の
対
象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い

【
納
付
は
口
座
振
替
で
も
】

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
口
座
振
替
で
も
納
付
で
き
ま

す
。
１
月
２９
日
㈮
ま
で
に
手
続
き

す
る
と
、
４
月
分
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
し
ま
す
。

手
続
方
法
＝
市
内
の
指
定
金
融

機
関
に
通
帳
・
届
出
印
・
保
険
証

を
持
参
し
て
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
後
、
国
保
医
療
課
に
口
座
振

替
依
頼
書
の
控
え
・
保
険
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
（
▼
国
民
健
康

保
険
に
関
す
る
こ
と
…
☎
６４
・

１
３
３
２
▼
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
こ
と
…
☎
６４
・
１
３
７
４
）

可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
は
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備

園
焼
却
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
、
後
継

施
設
の
整
備
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を

取
り
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間
＝
１
月
２５
日
㈪
～
２
月
２３

日
㈫
（
必
着
）

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時応

募
・
問
合
せ
先
＝
ご
み
広
域
処
理

推
進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住

所
不
要
〉、
☎
６８
・
１
２
８
８
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
スgomikouiki@kyotanabe.

jp

）

市
は
、
甘
南
備
園
の
ご
み
焼
却
炉
の
後
継
施

設
に
つ
い
て
、
枚
方
市
の
穂
谷
川
清
掃
工
場
と

の
共
同
処
理
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
昨
年
７
月
に
は
、
共
同
化
の
具
体
的
な
内

容
を
協
議
す
る
た
め
「
枚
方
市
・
京
田
辺
市
可

燃
ご
み
広
域
処
理
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

１２
月
２４
日
に
開
い
た
第
３
回
連
絡
協
議
会

で
は
、
事
業
実
施
主
体
で
あ
る
一
部
事
務
組
合

の
名
称
を
「
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
」
と

す
る
こ
と
や
、
執
行
体
制
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設
の
建

設
や
運
営
管
理
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
、

よ
り
良
い
ご
み
処
理
施
策
の
実
現
に
取
り
組
み

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
ご
み
広
域
処
理
推
進
課
（
☎

６８
・
１
２
８
８
） 国

民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
も
年
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

２０
～
６０
歳
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
２０
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
勤
務
先
で

厚
生
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
を
除
き
ま
す
。

保
険
料　
（
平
成
２７
年
度
）
＝
月

額
１
万
５
千
５
９
０
円

手
続
き
先
＝
▼
学
生
・
自
営
業
者

な
ど
…
市
役
所
・
年
金
事
務
所
▼
会

社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶

者
…
会
社
員
・
公
務
員
の
勤
務
先

納
付
方
法
＝
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納

付
・
電
子
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す

【
保
険
料
の
納
付
猶
予
・
免
除
も
】

学
生
や
、
収
入
が
少
な
く
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い

人
に
は
、
納
付
猶
予
・
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、
老
齢
・
障
害
年
金
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
り
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・
１
３
３
３
）
▼
京
都
南
年

金
事
務
所
（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

市
は
、ご
み
に
関
す
る
各
種
計
画
の
見
直
し
・

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
計
画
に
つ
い
て
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
▼
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る

人
▼
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

人
・
団
体

資
料
閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
、
経
済
環
境
政
策
推

進
室
、
中
央
図
書
館
、
中
央
図
書
館
北
部
・
中

部
分
室
、
三
山
木
福
祉
会
館

応
募
方
法
＝
資
料
閲
覧
場
所
に
あ
る
募
集
用

紙
に
住
所
・
氏
名
・
意
見
を
書
い
て
、
持
参
・

郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

私たちは毎日、たくさんのごみを出しながら暮らしていま
す。どれくらいのごみを出していて、処理するためにいくら
ぐらいの費用が必要かご存じですか？
本市で 1年間に出るごみの量は約 20,773 トンで、収集・
処理に掛かる費用は約 7億 2,000 万円。費用の多くは私たち
の税金で賄われています。また、ごみを焼却すると地球温暖
化の原因となるCO2も発生します。
ごみを減らすことは、地球と財布に優しい暮らしを実現す
ること。必要なのは、私たち一人ひとりのちょっとした心掛
けです。ごみ減量のヒントを 3回シリーズで紹介します。
問合せ先＝清掃衛生課（☎ 68-1288）

シリーズ① しっかり水切り・きちんと分別

市
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
委
員
会
の
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

同
委
員
会
は
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
施
策
を
円

滑
に
運
営
す
る
た
め
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
進

行
管
理
や
次
期
計
画
の
策
定
、
施
策
の
検
討
な
ど
を

行
い
ま
す
。
あ
な
た
の
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る
４０
歳
以
上
で
、
平
日
午

後
に
開
く
会
議
に
出
席
で
き
る
人

会
議
の
回
数
＝
年
４
回
程
度

任
期
＝
平
成
３０
年
１２
月
３１
日
ま
で
。
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人

応
募
方
法
＝
任
意
の
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
書
き
、
作
文
（
市

民
の
視
点
で
見
る
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
。
８
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
、
持
参
・
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２２
日
㈮

応
募
・
問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
７
３
）

市
は
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の
市
民
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

同
委
員
会
は
市
民
・
学
識
経
験
者
・
福
祉
団
体
関

係
者
な
ど
で
構
成
し
、
す
べ
て
の
人
が
自
立
し
て
幸

せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
題
解
決

の
た
め
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
次
期

計
画
の
策
定
に
、
あ
な
た
の
声
を
届
け
ま
せ
ん
か
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以

上
で
、
平
日
昼
間
に
開
く
会
議
に
出
席
で
き
る
人

会
議
の
回
数
＝
年
３
回
程
度

任
期
＝
１
年
。
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人

応
募
方
法
＝
任
意
の
用
紙
に
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
書
き
、
応
募
の
理
由
と

作
文
（
福
祉
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
。
８
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
、
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２２
日
㈮

応
募
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎

６４
・
１
３
７
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スfukushi@

kyotanabe.jp

）


